
【散水管】ﾌﾟﾚｷｬｽﾄφ65 L=89.0m
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詳細図①　S=FREE

・現場打　　φ65　L= 0.4m
・HIVP管　　φ65　L=14.0m
・エルボ90°φ65　N=5個
・さや管SGP φ75　L= 1.0m
・オーガ削孔φ100 N=1式
（側溝下越し）
・エルボ90°φ65　N=2個
（既設送水管埋戻Co流し込み用）

吹上ドレン N=3個
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側
溝・現場打φ65　　　L=0.2m

・LA-Sφ65　　　　N=1個
・チーズφ65　　　N=1個
・エルボ90°φ65　N=1個
・さや管SGP φ75　L=0.5m
・Co削孔φ100 　　N=2孔
（側溝貫通）
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【留意事項】

※既設の舗装厚については、
　舗装取壊し時に確認した
　平均厚で設計変更する。
　なお、その際は事前に
　監督員に報告・相談すること。

※既設管（散水管の既設管）の
　管内状態を写真撮影すること。

※国道部の舗装厚、舗装構成については、
　県との協議の結果変更設計する。

※送水管の埋設位置については概算。
　掘削の結果変更するものとする。

計画平面図（車道部）　S=1:500

φ65

【散水管】※国道部
プレキャストφ65 L=12.5m

【送水管】
・HIVP管 埋設
　φ65 L=14.0m
・現場打Co巻き立て
　φ65 L=0.6m
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【散水管】現場打φ65 L=94.8m

【散水管】現場打φ65 L=83.6m

【送水管】
現場打φ65 L=9.0m

③

④詳細図③　S=FREE

詳細図④　S=FREE

・エルボ90°φ65　N=4個

・LA-S　φ65　　　N=1個
・エルボ90°φ65　N=4個
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【留意事項】

※既設の舗装厚については、
　舗装取壊し時に確認した
　平均厚で設計変更する。
　なお、その際は事前に
　監督員に報告・相談すること。

※既設管（散水管の既設管）の
　管内状態を写真撮影すること。

※国道部の舗装厚、舗装構成については、
　県との協議の結果変更設計する。

※送水管の埋設位置については概数。
　掘削の結果変更するものとする。

計画平面図（歩道部）　S=1:500

φ65
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仮舗装

本舗装

【留意事項】

標　準　断　面　図

＜　凡　例　＞

S=1:25

As舗装切断　t=15.0cm　　　2　　　　 =2.00m
As舗装剥取　  　　　　　　0.15*2*1  =0.30m2
構造物取壊し (有筋)　　　 0.09*1 　 =0.09m3
構造物取壊し（無筋）　　　0.03*1　　=0.03m3
床堀　　　　　　　　　　　0.05*1　  =0.05m3

埋戻(空練ﾓﾙﾀﾙ)　　　　　　0.05*1 　=0.05m3
基礎砕石(t=10cm)　　　　　0.45*1 　=0.45m2
舗装仮復旧(t=5cm)As②　　 0.30*1 　=0.30m2
舗装本復旧(t=5cm)As⑫　　 0.70*1　 =0.70m2
路面切削　(t=5cm) ※両側　0.35*2*1 =0.70m2

S=1:25

Co舗装切断　t=30cm     1           =1.00m
As舗装切断　t=5cm　　　1　　　　   =1.00m
As舗装剥取　  　　　　 0.05*1　    =0.05m2
構造物取壊し (有筋)　　0.30*0.30*1 =0.09m3
床堀　　　　　　　　　 0.03*1　    =0.03m3

表層(As⑫)　　  t= 5cm  0.35*1=0.35m2
上層路盤(M-40)  t=10cm  0.35*1=0.35m2
下層路盤(ARC-40)t=15cm  0.35*1=0.35m2
路床(ARC-40)　　t= 5cm  0.35*1=0.35m2

As舗装切断 t=5cm  　2　　　　   =2.00m
As舗装剥取　  　　　0.35*1   　 =0.35m2
床堀　　　　　　　　0.35*0.30*1 =0.11m3

 S=1:25

埋戻し：　山砂
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単位(m)あたりの施工数量

プレキャスト散水管布設

単位(m)あたりの施工数量

埋戻
(空練りﾓﾙﾀﾙ)

基礎砕石(RC-40)
t=10cm

＜プレキャスト散水管＞

既設消雪パイプ
プレキャスト

既設散水管撤去

3
50

100

既設舗装

構造物取壊(無筋)

床掘

現場打ち散・送水管布設

単位(m)あたりの施工数量

※配筋等は、
　別紙『現場打ち消雪パイプ参考図』を参照。

既設散・送水管撤去

単位(m)あたりの施工数量

既設消雪パイプ□300

＜現場打ち散水管　車・歩道部＞

単位(m)あたりの施工数量

As舗装切断　t=15cm　　　　2*2　　　=4.00m
As舗装剥取　  　　　　　　0.60*1　 =0.60m2
既設送水管撤去　　　　　　1　　　　=1.00m　
床堀　　　　　　　　　　　0.62*1 　=0.62m3
埋戻(山砂)　　　　　　　　0.38*1 　=0.38m3
下層路盤(t=25cm)M-40      0.60*1   =0.60m2
上層路盤(t=15cm)ARC-40    0.60*1   =0.60m2
舗装仮復旧(t=5cm)As②　　 0.60*1 　=0.60m2
基層(t=5cm)As②　　　　　 1.20*1   =1.20m2
表層(t=5cm)As⑫　　　　　 1.20*1   =1.20m2

上層路盤（M-40）　t=10cm

下層路盤（ARC-40）t=15cm

路床(ARC-40）　 　t=5cm

表層⑫　　　　 　 t=5cm

単位(m)あたりの施工数量

現場打消雪パイプ

200 150 150 150 200150 150 150

下層路盤（ARC-40）t=25cm

上層路盤（M-40）　t=15cm
（仮舗装（M-40）　t=20cm）

600

1000

車道部 送水管標準断面図

表層（As⑫）　　　t=5cm
基層（As②）　　　t=5cm
（仮舗装②　　　　t=5cm）
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※既設の舗装厚については、舗装取壊し時に
　確認した平均厚で、設計変更する。
  なお、その際は事前に監督員に報告・相談
  すること。

※歩道の舗装構成については暫定。
　掘削の結果設計変更する。

※既設管(ﾎﾟﾝﾌﾟから散水管を結ぶ送水管及び散水
  管の既設管)の管内状態を写真撮影すること。

※国道部の舗装厚、舗装構成については、
　県との協議の結果変更設計する。
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＜車道部・歩道部＞
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0.0154



0.47m2

0.21m2

(0.47+0.21)/0.15=4.53m≒5.0m

850

区画線計算図①　S=1:30
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区画線計算図②　S=FREE

L=4.2m
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